第２節　水位変化と平野の特色

　東郷池周辺は、湖水の侵水による湿田地域で付図は明治末期の頃の東郷湖周辺の湿田分布を示す。その面積は表１のとおりである。湿田の大部分は近世以降の干拓地でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（11）),ある)。この湿田地域は農業生産上不安定で、生産性の低い米作本位の農業が営まれてきた。湖岸の水田には心土がなく、農業機械の使用が不可能なところさえみられるが、灌漑用水の分配はもとより、水の不要な季節には排水路、かつ交通路として利用されていた。一般に湖岸の水田は排水が悪く、湛水も甚だしい。図２２は『東郷池周辺の湿田地域』を表したものである。湖岸に設置した水位標の目盛に現れた水位を５０センチメートル、５５センチメートル、６０センチメートルの３段階に区分し、さらに水位１メートルの線をもって、湿田と乾田の限界線を示した。湿田地域は水に悩むところで、米作においては植え付け後の冠水と、初秋の増水の被害が最も大きかった。河水統制の問題は、湖岸住民が絶えず背負わねばならぬ宿命である。その排水状況についてみると、東郷池の湖水は、西北端の羽合町南谷地域から橋津川を経て日本海へ通じているのであるが、屈曲が甚だしく、勾配が緩やかで、そのうえ流量が少ないため、特に冬の季節風や台風による高潮時には海水が逆流し、漂砂も流入して、しばしば河口が閉鎖される。閉鎖の回数は月３―４回、閉鎖日数は月の半ば以上に及ぶことすらある。しかも、しばしば砂堆の幅が３０～２０メートルに達していた。他方、池の水面は、各河川の流水によって刻々と上昇し、そのまま放置すれば２メートル余りにも達し、湖岸の水田および人家に浸水して甚大な被害が現れる。そのため住民は、その都度砂堆の開削にあたってきたのである。開削は、月３～４回で１回の総延人数が２００人以上になることも珍しくなかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（12）),った)。しかも風向、その他の状況によっては、朝開削しても夕方には再び閉鎖されるというように、湖岸住民の努力もしばしば徒労に帰した。このようにして、苦しみ続けてきた湖岸の住民が、みずからの手で水から耕地と家屋を守るため、強固な共同体意識をつちかったことを、われわれは見逃すことはできない。

　明治４５年４月１日に湖岸湿田所有関係者のみによって構成された水利組合の設立、続いてそれが発展的解消して昭和３０年度に発足した東郷湖周辺土地改良区は、湖岸の住民が一体となって組織したものとして注目されよう。
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